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新年度が始まって、もう２か月が過ぎました。最近では、授業の課題やレポート等で図書館を

利用する学生さんをよく見かけます。もうすぐ梅雨で雨の日が増えはじめているこの季節、夏に

なれば夕立などの急な雨もありますね。そこで！特に注意してほしいことがあります。図書館で

借りた本を雨で濡らさないようにしてください。本が濡れてしまうと紙が膨張して本が変形する

だけでなく、シミやカビの原因となります。皆で利用する大切な本です。ビニール袋に入れて包

む（ジップロックがおすすめ）などして、本を濡らさないように気をつけて下さい。 

 

幼児教育学科と地域保育学科の学生さんは、いよいよ実習が始まりますね。それに伴って、実

習に行く学生さんを対象に図書館では長期貸出を行っています。実習が始まる２週間前から長期

で借りることができますので、早めに必要な資料を借りることをお勧めします。 

 夏休みになると図書館の開館日や開館時間が変則的になります。別途で図書館カレンダーを作

成しますので、よく確認してください。（長期貸出の日程・図書館カレンダーは図書館のＨＰで

も確認可能です。） 

 

 

今月の特集・・・『本がテーマの小説特集』 

 

図書館、書庫、書店、図書委員などなど…本と本に関連する小説を集めました。 

 

● 「教室に並んだ背表紙」相沢 沙呼 著／集英社【913.6-ｱ】 

 ･･･とある高校図書館が舞台の短編集です。悩みを持った高校生たちが図書室の先生を介して変化していきます。 

● 「ミュゲ書房」伊藤 調 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ【913.6-ｲ】 

 ･･･前職の出版社で作家を潰してしまった主人公。その後悔を背負いながら書店で働く彼のもとに訪れたのは… 

● 「本バスめぐりん。」大崎 梢 著／東京創元社【913.6-ｵ】 

 ･･･移動図書館の運転手・テルさんと、年下の先輩司書ウメちゃん。本と一緒に温かい気持ちも運びます。 

● 「本と鍵の季節」米澤 穂信 著／集英社【913.6-ﾖ】 

 ･･･図書委員の男子高校生2人が主人公。このコンビのいるところに事件あり。2人が解決する事件とは… 

● 「図書室のはこぶね」名取 佐和子 著／実業之日本社【913.6-ﾅ】 

 …図書室で見つかった、10年前の返却本。なぜ今になって返却されたのか、図書委員が謎に迫る。 

● 「金曜日の本屋さん」名取 佐和子 著／角川春樹事務所【B913-ﾅ】 

 ･･･探している本が見つかるという『金曜堂』。病床の父に本を返すため訪れた少年が見つけたものとは… 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

 

不安定な天気が続き、梅雨もすぐそばまでやってきているようです。気温の変化も激しくなってきて 

いるので、体調管理に気を付けて毎日を過ごしましょう！ 

新年度になって早２か月、新しい生活にはもう慣れましたでしょうか？これから忙しくなるとは思い 

ますが気を引き締めてがんばっていきましょう。 

図書館では、定期的に企画展示を行っています。内容は季節などによって変わります 

ので、気になった方はぜひ図書館へ見に来てみてください。 

次号の『図書館だより』は2024年9月に発行予定です。バックナンバーはこちら→ 

担当 加羽澤 

貸出ランキング ～4・5月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 しろくまちゃんのほっとけーき わかやま けん 著 こぐま社 

3回 あめふりさんぽ えがしら みちこ 作 講談社 

2回 赤と青とエスキース 青山 美智子 著 ＰＨＰ研究所 

2回 変な家 雨穴 著 飛鳥新社 

2回 かえるのあまがさ 与田 準一 著 童心社 

2回 でんでんでんしゃ 林 木林 作 ひさかたチャイルド 

 

 

『エヴァーグリーン・ゲーム』石井 仁蔵 著／ポプラ社／913.6-イ 

 

難病で入院し、楽しみにしていた小学校の遠足に行けなくなってしまった透。悔しさのあまり塞ぎこんでい 

た透は、同室に入院している少年が父親と始めたものに興味を持つ。将棋盤のようなものに人形がたくさん並 

んでいるゲーム、チェスだった。透は、チェスをしていた少年・輝にルールを教えてもらうことに。 

 

チェスをテーマとしていて、章ごとにチェスに取りつかれた異なる人物の視点になる群像劇です。闘病中に 

のめりこんだ透をはじめ、チェスで食べていくか決めあぐねている高校生、自分を馬鹿にした晴眼者を見返し 

たい全盲の少女、壮絶な半生を送ってきた凄腕プレイヤー。それぞれの章の中で登場人物たちが影響し合い、 

最終章では文字通り『命』を懸けてチェスに取り組むその姿に圧倒されます。 

 

タイトルの『エヴァーグリーン』とは、常緑・不朽・色褪せない、といった意味の言葉。作中では過去の名 

勝負の代名詞として使われ、いつか自分たちもそんな一局を打ってみたいと小児病棟の少年たちは語り合いま 

す。チェスで削り合った命の果てに、『エヴァーグリーン・ゲーム』はあるのか。 

チェスのことを全く知らなくても楽しめる1冊です。 

推薦者 加羽澤  


